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取扱説明書

③

◎

幽注意
安全にご使用していただくため、

ご使用前に必ずこの取扱説明書を
お読みください。また、いつでも
ご覧になれますように保管してください。



お買い上げいただきましてまことにありがとうございます。

このミシンは薄物から厚物まで美しい縫い目で縫い上げる直線本縫いミシンです。

このミシンの特長をご理解していただき、正しく、安全にご使用していただくために、
まずこの「取扱説明書」をよくご覧ください。そして、末永くご愛用ください。

1

安全にご使用していただくために
このミシンを正しく安全にご使用していただくために、下記のことがらを必ずお守りください。

このミシンは日本国内向けです。　FOR　USE　fiN　JAPAN　ONLY

この表示は
禁止マークです。

はとに示因特表原　㌔

竃
マ、ま意の電り注こ感なご

告警

1．一般家庭用交流電源100Vで
　ご使用ください。

講霧竃｛藍
　電源プラグを抜いてください。
　●ミシンのぞぱを離れるとき。

　●ミシンをご使用になったあと。

●ミシンのご使用中に停電したとき。

喪量
　　　　　　このマークの表示は

パ主意麗な耀鵠嬰
　　　　　　特にご注意ください。

1’強華cで瞭
2．お客様ご自身での
　　分解、改造はしない

　　でくださW

3．ミシンを操作する
　　ときはかま部など

　　カバー類を
　　閉じてください。

1

（畢）

4．ミシンの縫製中は針から

黒鞠蜜㍗・凹
　　リー）、天びんなど、

　　すべての動いている部分に手を
　　近づけないでください。

5㌶竃躍⊥
6．針折れの原因になり

魏灘晃戴
　　くださ眺

7．お子様がミシンをご使用
　　になるときや、お子様の
　　近くでご使用されるとき

匡≧罐1ξ轟（殴

8． 下記のことを行う
ときは、電源スイッチ
を切ってください。

・針、針板、押え、

　アタッチメントなどを
　交換するとき。

・下糸、上糸をセット
　するとき。

・ランプを交換するとき。　、

　（ランプカ怜えてから　　‘

　行ってください）

・取扱説明書に記載のある
　ミシンのお手入れを行うとき。

ぴ

肱

9．落下しやすい場所での・
　　ミシンのご使用、保管は
　　しないでください。

10．ミシンやコントローラーに
　　下記の異常があるときは
　　速やかに使用を停止し、

　　最寄りの販売店にて点検、修理、

　　調整をお受けください。

・正常に作動しないとき。

・落下などにより破損したとき。

・水に濡れたとき。

・電源コード、プラグ類力破損、

劣化したとき。

・異常な臭い、音がするとき。

11、ミシン油について
　　・炎症、かぶれを防ぐため、目や

　　　身体に油が付着したときは
　　・直ちに洗浄してください。

　　・下痢、嘔吐を防ぐため、誤って
　　　飲み込んだ場合、直ちに
　　　医師の診断を受けてください。

　　・子供の手の届かないところに
　　置いてください。

　　’油の廃棄は法令で義務付けられ

　　　ていますので、それに従い
　　　適正に廃棄してください。
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■仕様表
項　目 仕　　　様 項目 仕　　　様

縫い速度 55～t500針／分 ミシン本体寸法 幅452×高さ35，0×奥行21．9（cm）

縫い目の長さ O～6ミリ ベット寸法
　　　　　　　　　　　　　A　㌧
揩S3×奥行r78
i襯庁一プ1幅59×奥行277）（㎝）

針棒ストローク 32ミリ

押え上昇量 7ミリ、

ﾐざ押え上げ12ミリ

重量 11．5㎏（25DX），11．3㎏（25SP）

P04㎏（25）

仕様針
定格電圧／消費電力 100＞／95W　50／60HzDB×r（25SP25）

gA×rまたはHL×5（25D×のみ） ランプ消費電力 12＞　3W
仕様油 ニューデフリックスオイルNo．1

仕様表

■付属品

　　　〉

：sで穿

コントローラー／
糸切りフットスイッチ

25SP25

く髪

コントローラー

、㌘

補助テーブル

ひざ押え上げレバー

電源コード

t／／

専用ドライバー

ドライバー（小）

1－N＝

掃除用ブラシ

◎◎◎（∋

付属品

ボビン（4ケ）

ミシン油

◎
糸ゴマキャップ

25SP，25

図

針（DB×1）
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各部のなまえ

下糸巻案内

押え圧調節ダイヤル

面部カバー
押え圧調節表示

面部糸切り刃

ランプ（内蔵）

糸調子ダイヤル

すべり板．・
サイドカバー
針板　　　一

｝

ひざ押え上げレバーセット穴
ドロップフィードつまみ

・二／‘

糸切りフットスイッチ

糸巻振れ止め

はずみ車

電源コードさし込みロ

　　　　電源スイッチ

糸切りフットスイッチさし込みロ（25D×）

　　　　　　　コントローラーさし込みロ

　し
G）（詔

』

糸巻軸
ボビン押え

縫い目の長さ調節ダイヤル

爵響苦チ（Z劉
返し縫いレバー

糸案内棒

取手

押え上げレバー

糸立て棒

TL－25D×

針棒糸かけ

押え止めネジ

押え

＼

塞

TL－25SP，25

糸通しレバー

針止めネジ
針

送り歯

縫いガイド線

針棒糸かけ

押え止めネジ

押え

針止めネジ
針

送り歯

縫いガイド線

●補助テープルのセット

2ヶ所の足を起してから
ミシンヘセットします。

下糸の交換をするときは
補助テープルのふたを開けます。

、

●ひざ押え上げレバーのセット

布地から手を離さずに、

押えの上、下ができます。

（押え上げ量、最大12ミリ）

補助テーブルの裏側に
格納できます。
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コントローラーと糸切りフットスイッチのセット

画 25SP，25

電源スイッチ

品◎12＠　②②

手前側を
押すと
電源が
入ります。

向こう側
を押すと
電源が
切れます。

①電源コードのプラグを差し込みます。

②コントローラーのプラグを差し込みます。

③糸切りフットスイッチのプラグを差し込みます。（25D×）

④室内コンセントに電源プラグを差し込みます。

t．電源スイッチを必ず切ってください。

2電源プラグは必ず室内コンセントから、はずしてください。
3，コントローラーの上に物を乗せないでください。

各部のなまえとはたらき

縫い目の長さ調節ダイヤル

謬離、
⑤

〆r三φ

口通常の合ぜ縫いは2～2．5です。
（調節範囲O～6ミリ）

自動糸切りスイッチ／糸切りフットスイッチ

縫い終わってから上、下糸を同時に切ります。次に縫うとき下糸が針板上に見えなく
ても、続けて縫うことができます。

針上下スイッチ

、

〆

／

鷲

スイッチを押すごとに針が上下します。

押し続けるとゆっくり動きます。

布地から針を上げるときや、布端を縫う
ときに使います。

糸通しレバー　（針自動糸通し）

糸通しレバーを下げ、糸をかけて針穴に

糸を通します。　（11、14、16番の針に
使用できます）使い方は5ページ参照。

返し縫いレパー

縫い始め、縫い終りに返し縫いをすると、
縫い目がほつれません。
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各
音B　押え圧調節ダイヤルと表示

の
な
ま

え
と

は
た
ら整璽磐㌶鵠繧芸指針が上下
き

ドロップフィードつまみ

通常の縫いは送り歯を上げ（C！　D）、

フリー刺しゅうなどでは送り歯を下げる
（巫）ことカ㌣きます。

ランプスイッチ

面部力バーを開けて、入・切をします。

電源スイッチが入っていないとランプは
つきません。

面部糸切り刃

糸を切るときに使います。

下■糸案内棒と糸ごまのセット

糸
を
巻　位置決め

く　スト・パー

に

は

①糸案内棒を上に伸ばします。「カチッ」と音がして

　位置決めストッパーにかみ合うまで回します。

②太巻き糸を使用する場合は、糸巻振れ止めの

　上からセットします。

③家庭用糸ごまは糸立棒にセットしてから糸ごま

　キャップを差し込みます。

④糸ごまから出した糸を真上の糸案内（棒）に

　がナま或

■下糸巻きの糸のかけかた

翼

位置決め
ストッパー
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　　±＝NN
圧思 すべり板を開けるときは電源スイッチを切ってください。

1歪5‘τ≡誇を2ご旨i孟琶ます　3ぶ否き審内に

＼一
@＼∪＼

義　＼

E。。／ i
7 ◆

、

｝） 一　く〉

／’ノ　　ロ　Q

針を上げ、すべり板をつまみを閉じて、ボビはずれやすい糸は下
開いて、ボビンケースンをとり出します。　　穴に通してからかけ
をとり出します。　　　　　　　　　　　　　　ま庄

4ボビンをセットします

ボビンの穴へ通して
から糸巻軸の凸部と
ボビンの凹部を合わ
ぜてセットします。

ボビン押えを押し
ます。

下糸を巻くには

　スタート5
　させます 6巻き終ったら　7ボビンケ＿スに入れます

10センチ／！

轡

※糸は右巻きに
　なるように！

余分な糸を切りボビンつまみを閉じて、ボビンを右巻きになるようにしてボビ
をとり出します。　　　ンケースに入れます。糸通しロに糸をすべらぜて糸調子

　　　　　　　　　　バネの下から10センチくらい出します。

　ミシンに8　セットします

ボビンケースをカマに

しっかり奥まで差し込

み、つまみを閉じま克

9すべり板を閉じます

㍍・

ザイドカバーを開き
ながら、すぺり板を
閉じたあと、サイド
カパーを右へ押します。

㍍

■片巻きボビンを調整するには

正しい巻き上がり

ボビンに糸が平均に巻
かれていないと、

下糸の糸調子が悪くな
る原因になります。

下側が多いとき

ネジをゆるめて下糸巻案内
を上下させて調整します。

　る↑げ　上

上側が多いとき下げるゆむる

↓　．Zi

t‖

しまる
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上糸
八注意糸かけや糸を通すときは電源スイッチを切ってください。

の■上糸をかける順序
かけ方

tW／‖

搾

燈

鐸

　糸案内0
1ます

にかけ

『高総

2ます
②～⑧順にかけ 　糸案内⑨、⑩にか

3けます

＊糸調子ダイヤル◎に糸を
かけるときは、押え上げ

　レバーを上げて糸調子皿
　を開いてからかけます。

＊天びん⑦は一番上にして
糸をかけます。

テトロン糸など、より
の強い糸は上図のよう
に糸案内へかけます。

糸は10センチくらい
出しておきます。

　　　　‘＼2枚の糸調子皿の

糸調子皿　　　すき間に糸をかけます。

針自動糸通し ※針が最上点にあることを確認してください。

1

プーリーを手前に回して、針糸

天びんを最上点付近にして■印
に合わせます。

　糸通しレバーから
4指をはなします

　押えをさげ、糸通し
2レバーをさげます

針は最上点にして糸通しレバーを
さげます。

5糸を引き出します

3フックにかけます

上糸を向こう側から手前にかけ、溝の

端面に当たるまで、糸を右側へもって

行きます。

指をはなすとフックに糸を　通した糸を針穴から10センチ
ひっかけて針穴に通します。　くらい引き出します。
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sN　　［tz
圧思 糸かけや糸を通すときは電源スイッチを切ってください。

■上糸をかける川頁序 1ま曇内0にかけ2…i；⑧順にかけ36黍響⑨・

“「　Q
　　　　　　当＿
　　　　　7’

　　　／

　　　　　t
　　　彰　　t、

　　　1
テトロン糸など、より

の強い糸は上図のよう
に糸案内へかけます。

かけるときは、押え上げ
　レバーを上げて糸調子皿
を開いてからかけます。

＊天びん⑦は一番上にして
糸をかけます。

　　　　上

　　　　糸

⑩にかの
　　　　か

　　　　け

　　　　方

糸は10センチくらい
出しておきます。

　　　　‘＼2枚の糸調子皿の

糸調子皿　　　すき間に糸をかけます。

遮画
糸を通します

針穴に左側から右側へ通し、

10センチくらい引き出します。

aPtElltD
1上糸を軽くもちます

　針上下スイッチを2　押します
3下糸が弓1き出されます4占」ま霞10センチ

、

〆

／

鷲

2回押して針を上げます。 上・下糸を押えの下にして後ろ
へそろえて出します。

下糸の引きあげ方

7



ためし縫い 　s
ss
＞王，思　ミシンにセットしてあるコントローラーの上に物をのぜないでください。

■ためし縫い癸説宗g2‡議寿蒜蕊㌶罐讃；五嘉絃から抜けることがありまY．

1罐鵠ます2針をさげます 3スタ＿トさぜます

上・下糸を向こう側にしはずみ車を手前に回すか、　縫っている間は布地を無理に引っぱらないようにします。

て布地を入れ、押えをさ針上下スイッチを押して
げま凱　　　　　　　　　針を布地に落とします。

4縫い終ったらストップさせ、糸切りをします

　◎
ノ　自動糸切りスイッチを押すか、糸切りフットスイッチを踏みます。

　押えをあげて5　布地を取り出します

自動糸切りをすると針は上で止まります。　（20番以上の太い糸や特殊な糸はハサミで切ってください。）

※自動糸切りしたあと、　下糸が針板上に見えなくても続けて縫えます。

●面部糸切り刃で糸を切るとき

縫い終ったら針と押えを上げ、布地を後ろ側へ引き出し、
面部糸切り刃で切ります。

8



●返し縫い

返し縫いレバーを押して、縫い始めと縫い終りに
返し縫いをすると、縫い目がほつれません。

●縫い方向を変えるには

針は下停止ですので、押えをあげて針を［P心
に布地を回します。

ためし縫い

●布地の裏で糸を結ぶとき

布地の裏側へに上糸を引き出
し、上・下糸を結び、結び目の
きわで糸を切ります。

縫い終ったら針と押えを上げ、布地を後ろ側へ引き出し、

上・下糸を約10センチ残して、面部糸切り刃で切ります。

9



糸調子のとりかた

’　　sN　＝
　〉王思 ボビンケースの取り出しのときは電源スイッチを切ってください。

■糸調子のとりかた

墓霜鑑に落ちる　1

※この下糸の張力に合わせて

　上糸の糸調子を調節して

　くださW

㊥

●ボビンケースの調整

　　　　　＼くる強な

ネ子調糸

※TL－25シリーズのボビンケース
　はJUKI専用部品です。
　お買い求めは販売店にご相談ください。

●正しい糸調子
通常の糸調子は上糸と下糸のからんでいる
ところが布の中心です。

布の中心

上糸

下糸

●上糸が弱い場合の調節

上糸

⇒

糸調子つまみ

下糸

．名

％
強くする

（目盛の数値を大きい方へ）

●上糸が強い場合の調節

上糸

下糸

糸調子つまみ

　　　　　　　　弱くする
（目盛の数値を小さい方へ）

布地、

糸、

針の組みムロせ

■布地、ミシン糸、針の組み合せ

布地 ミシン糸 　ミシン針
iDBx1，HA×1）

薄地

ローン

Lュプラ
Wョーゼット

化繊糸＃80～＃90

9～11番

スムース

gリコット 化繊糸＃80～＃90

プロード

Mンガム
綿　糸＃60～＃80
ｻ繊糸＃60～＃80

普通地
薄手ジャージー

ｻ繊服地
化繊糸＃50～＃60 11～14番

フラノ

Eール
化繊糸＃50～＃60
ｦ　糸＃50

デニム 化繊糸＃20～＃50
ﾈ　糸＃20～＃50

厚　地
帆布 化繊糸＃30～＃50

14～18番
ツイード 化繊糸＃50

ｦ　糸＃50

人工皮革 化繊糸＃20・）＃30
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　　s＝NN
圧思 押えの交換のときは電源スイッチを切ってください。

■三つ巻き縫い
1押えをはずします

＼

押え

押え棒をあげて、

押え止めネジをはずし、

押えをはずします。

　三つ巻き押えを2　とりつけます 3布端を切ります

：

＼　　＼，

4訪麗歎驚95欝麗袈瀟ます

O．5センチ

「「

布地

ざ亀

押え止めネジをゆるめて、とり布地を巻き込みやすくするため押えの渦状のみぞの中に、布地上下の糸端を左手で引き、はず
つけます。　　　　　　　　に、角を少し切ります。

■ファスナーつけ
1押えをはずします

を針がとどくところまで入れてみ車を3～4回まわし、正しく
から、針を落として押えをさげ巻き込まれたら、右手の親指と

ます。　　　　　　　　　　人差し指で布地をつまみ、常に
　　　　　　　　　　　　　適量がくり入れられるようにし
　　　　　　　　　　　　　て縫います。

つ巻き縫い

＼

押え

押え棒をあげて、

押え止めネジをはずし、
押えをはずします。

　ファスナー押えを2
　とりつけます

押え止めネジをゆるめて、押え

棒の向こう側からとりつけま
す。

　押え位置切替えネジを回して3　押えを移動し、　針落ち位置を替えます

㎞

4

ファスナーの左側をぬうときは、押えを左に動かします。

右側をぬうときは、右に動かします。

ファスナーつけ
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上送り押え

s　N　　＝z）王思 押えの交換のときは電源スイッチを切ってください。

一（TL－25DX　I・は醐されていまY．その他磯種はオプシ・ンで9．　）

■上送り押え≡翫嘉濡勤縫膀綴錨縫よ嵐ジヤージービニールクロX’人工麟皮など）

1押えをはずします　　　　　　　2上送り押えをとりつけます

押え棒をあげて、押え止めネジをはずし、

押えをはずします。

　　　　　押え＼
止めネジ

／／

／

針止め
ネジ

作動レバーの二また部分で針止めをはさみ、

とりつけ部を押え棒にはめこみ、押え止め
ネジをしっかりしめます。

3押え圧を弱くします

強くなる6弱くなる

押え圧は■のところまで弱くします。

12



△注意 針の交換のときは電源スイッチを切ってください。

■針のとりかえかた

一）使用針HA×1 （家庭用）、FIL×5

平らな面

正面から見た図

針のとりかえかた

1．押えをさげて、針棒を一番上にあげます。

2．針止めネジをゆるめ針をはずします。

3．新しい針の平らな面を右側にして上につかえるまで差し込み、針止めネジを締めます。

●正しい針の調べかた

　　　　　平行なすき間

針の平らな面 針の不良は針折れ、目とび、糸切れ、

布地をいためる原因になりますので
点検してください。

aEEs■匿D使用針DB×1
　　　しまる
L⊥

li’t針止㌶

（工業用）

正面から見た図

1．押えをさげて、針棒を一番上にあげます。

2．針止めネジをゆるめ針をはずします。

3．新しい針の長みぞを左側にして上につかえるまで差し込み、針止めネジを締めます。

●正しい針の調べかた

針の不良は針折れ、目とび、糸切れ、

布地をいためる原因になりますので
点検してください。

13



己注意
●ミシンのお手入れをするときは電源スイッチを切り、室内コンセントからプラグを抜いてください。
●ランプの交換のときは電源スイッチを切り、　室内コンセントからプラグを抜いてください。
●ランプは冷えてから交換してください。

お手入れと注油

■お手入れと注油

●送り歯とカマの掃除

●針、押え、針板をとりはずして、

　送り歯とカマ周辺を掃除用ブラシで
　きれいにします。

底板の蓋

腐・，／
、＜申

●掃除や万一ボビンを落したときなど
　底板の蓋を開けることができます。

●注油

●矢印の箇所にd～2滴注油してください。
●付属のミシン油（ニューデフリックスオイルNo．1）をご使用ください。

●毎日ご使用の場合は1日1回注油してください。
●開梱時、または長期間（2ヶ月位）ミシンをご使用にならなかった
　時は、通常より多め（5～7滴）に注油してください。
　尚、注油の時、油が布地にたれる場合がありますので
　針棒および釜回りの注油過多にはご注意ください。

●注油後は必ず試し縫いをしてください。

●この部分に1～2滴
　注油してください。

●注油した後、はずみ車
　を手で回して油がカマに
　いきわたるようにします。

ボビンケースをとりはずして
から行ってください。

）王局、’

・炎症、かぶれを防ぐため、目や身体に油が付着したときは直ちに洗浄してください。
・下痢、嘔吐を防ぐため、誤って飲み込んだ場合、直ちに医師の診断を受けてください。

・子供の手の届かないところに置いてください。
・油の廃棄は法令で義務付けられていますので、それに従い適正に廃棄してください。

〉

ラ■ランプの交換
ン

プ

ロ

父
換

※ランプが冷めてから交換してください。

ねじらないで④
引き抜いてください。

①電源スイッチを切ります。

②面部カバーを開きます。

③ランプホルダー部を抜き取り

晶④ランプを引き抜きます。

ランプ消費電力　12∨3W

※ランプのお買い求めは販売店にご相談ください。
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■別売品のご紹介

●専用テーブル
　テーブル寸法

　（幅111×奥行45×高さ75）cm

●薄物用押え・針板
　ローン、ジョーゼット、トリコットなどの
　薄地縫いに適します。

ノ

＝［

●厚物用針板
　厚手の皮やデニム等、太い糸を使用する
揚合に適します。

●上送り押え
　（TL－25DXは同梱されています）
　ミシンで送りにくい素材（ベルベット、

　ジャージー、ビニールクロス、人工皮革、

　皮など）に使います。

　滑らかな送りで布ズレを防ぎます。

用途に応じた2種類の
キルト押え

●キルト押え
（1／5インチ＝5．Omm）
フリーモーションキルト
フリー刺しゅうに適します。

3．2mm

⊆
m異ク

5．Omm

●キルト押え
（1／4インチ＝6．5mm）
ステッチを一定間隔で入れる
ためのガイドとして適します。

3．2mm

／

m

65　min

別売品のご紹介
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別■別売品のご紹介
売品のご紹介

●コンシールファスナー押え
　ファスナーの縫い目が布地の表に出ないので、

　つき合わせの状態であきの始末ができます。

　　準備：ファスナーあき寸法を確かめ1
　　基本押えで縫います。

t・・・…

C…
返し縫い

（icm）

布地を中表に合わせ、布端よりあき止まりまでしつけ縫い
をします。あき止まりから縫い目を（2．O）に変えて、1セン

チ返しぬいをし、縫います。縫い代をきちんとわります。

2

o

　　　　　’．vしつけ

…擶㌫蒜。，

．皆〆コンシー一ル

　フアスナー（裏）

縫い目線の上にコンシールファスナーの中心をのぜ
て、縫い代と表布の間に厚紙を入れ、縫い代とファ
スナーテープを両側とも手のしつけで縫い止めます。

しつけが終わったら厚紙をとります。

3

1図のあき止まりまで縫っ
たしつけ縫いをほどき、
ファスナーを開きます。

4㌫訪；ll詔ご5 　　　　　　　6
　　コンシール

　　ムシ布地

一方のファスナーのムシを、押えのみぞに
合わせます。指でムシを立てるようにしま
す。ムシのきわに、あき止まりからミシン
をかけます。

コンシール

押運
　ムシ縫い目布地

もう一方の縫い代も同じ方法で縫い合わ
せます。（ファスナーテープのあき止まり

から下の部分は、縫い代に縫いつけられ
ずに残ります。）

7

スライダー

スライダーを中より出
し、上に弓1きあげます。

※別売品のお買い求めは販売店にご相談ください。

※その他、各種工業用アタッチメントも使用できます。詳しくはミシンをお求めの販売店にご相談ください。

16



■故障かな一一・というときは

下記のことをお調べのうえ、　それでも具合の悪い場合は、　お買い求め販売店にご相談ください。

症状 原因（理由） 処置方法
参照
yージ

目とびがする ●針が曲っているか針先がまるいとき

恊jが針棒に正しく取り付けていないとき

●針を交換します

恊jを正しく取り付けます

13
P3

上糸が切れる ●糸のかけ方を誤ったとき

恷?ﾌ張力が強いか弱すぎるとき

恊jが曲っているか針先がまるいとき

恊jと糸の太さが合わないとき

●糸のかけ方を正しくします

恍｣力を合わせます

恊jを交換します

恊jと糸の太さを合わぜます

6．7

P0
P3
P3

下糸が切れる ●糸の張力が強すぎるとき

怎{ビンケースのバネが摩擦して溝が生じたとき

恊j板の針穴にキズがついたとき

●張力を弱くします

怎{ビンケースを交換します

恊j板を交換します

10
|「3

針が折れる ●針が曲っているか取り付け方を誤ったとき

恊j板や押えに針が当たるとき

●針を交換し正しく取り付けます

恊jや針板、押えを正しくつけます

13
@

縫い目にしわがよる ●布地に対して押え調節ダイヤルが強いとき

恟緕?ﾆ下糸の張力が合わないとき

恊jと糸の組合ぜの悪いとき

恊jが布地に対して太すぎるとき

●押え調節ダイヤルで弱くします

怏ｺ糸の張力を合わぜ、それに合わせて上糸張力

@を合わぜます

恊jと糸の組合せを適した組合ぜにします

恷?�z地に合わせて交換します

4101010

縫い目の調子が悪い ●上糸と下糸の張力が合わないとき ●下糸の張力を合わぜ、それに合わせて上糸張力
@を合わぜます　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一㌧

10

回転が重い、または、

ｹが高い

●送り歯にゴミがたまっているとき

恍ｷ時間使用して油がなくなったとき

怎~シン油でない油を使用したとき

怎Jマに糸クズがたまっているとき

●ミシンの手入れをします

怎~シンの手入れをします
怎~シン油にユーデフリックスオィルNo．1）を使います

怎~シンの掃除をします

14
P4
P4
P4

はずみ車が重く、

�轤ﾈい

●カマに糸がからんで食い込んでいるとき ●カマに注油してから、　はずみ車を前後に強く

@数回まわし、からんだ糸を取り除きます

｝

布を送らない ●縫い目の長さがOになっているとき

怎hロップフィードつまみが「送らない」になっ

@ているとき
怏氓ｦの圧力が弱いとき

●適正な縫い目の長さをセットします

怐u送る」にセットします

怏氓ｦ調節ダイヤルを回し圧力を強くします

344

針糸通しができない ●針が上にあがっていないとき

恊jを取り付けるとき上までつき当ててないとき

恷?ﾊしレバーをさげたまま（糸通し中）

@誤ってミシンを回してしまったとき

●はずみ車を回すか、針上下スイッチを押して針

@を最上点にあげます

恊jを正しく取り付けます
怩ﾍずみ車を手でわずか向こう側（縫う時と反対）

@に回します

613一

故障かな・：というときは
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■アフターサービスと保証

●このミシンには保証書がついています。

●保証書は、販売店で所定事項を記入してお渡しいたしますので、

　記載内容をご確認いただき、大切に保存してください。

●保証期間は、お買い上げの日から1年間です。ただし、メイン基板については2年間です。

●保証期間中でも有料になることがありますので、ご了承ください。

　（保証書に詳細を記載してありますので、そちらをご覧ください。）

●保証期間経過後の修理につきましては、販売店にご相談ください。

　当社は、このミシンの補修用性能部品を、製造打ち切り時点から最低8年間保有しています。

1

■』■」■【■ JUKI株式会社

〒206－8551東京都多摩市鶴牧2－11－1

アフターサービスについて、ご相談、ご要望が
ございましたら、お買い上げのお店、

または下記のお客様相談室へお問い合わせください。

フリーダイヤル

西0120－677－601
年末年始・夏季休暇・祝祭日を除く

平日（月～金）9：00～12：00、13：00～17：45

Copyright◎2004－2011　JUKI　CORPORATION
本書の内容を無断で転載、複写することを禁止します。

購入店名　後日のために記入しておいてください・
　　　　サービスを依頼されるときお役に立ちます。

電話（

購入年月日 年 月

）日



【訂正と追加】

●2ページ「補助テーブルのセット」に変更がありました。正しくは下記の通りです。

●補助テーブルの取リ付け方

1．ワイドテーブルの足をカチッというまで立ち上げます。

　　　　　　　　／

＼ノ

3足の高さを調整し、ミシン本体と
テーブル面は平らになるようセッ
トします。

●ひざ押え上げレバーのセット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9＝i

≦ニゴ睡’　　＠　［’D
　　　　　　　　　　　　　F　＝＝，ll：：：：：：：Sli

2．ワイドテーブルをミシンに取り付けます。

4．下糸の交換をする時は、補助テーブルの蓋を開けます。

布地から手を離さずに押
さえの上下が出来ます。
（押え上げ量：最大12mm）

補助テーブル裏側に格納
できます。



△注意 コントローラのプラグを抜き差しするときは、電源スイッチを切ってください。

／w Caution Turn　off　the　power　switch　when　pulling　out　or　putting　in　the　foot　controiler

plug，

△ Attention
Mettre　la　machine

rh60stat，

hors　tension　lors　du　retrait　ou　de　l’insertion　de　la　fiche　du

△ Precauci6n Desconecte　el　interruptor　de　la　corriente　e16ctrica　al　extraer　o　insertar　el

enchufe　del　controlador　de　pie．

△ Vorsicht Schalten　Sie　derl　Netzschalter　aus，　wenn　Sie　den　Stecker　des　FuBreglers

herausziehen　oder　einstecken，

／1？its　Opgelet
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　．’．

Schakel　altijd　eerst　de　stroom　uit　voordat　u　de　stekker　van　het　regelpedaal

aansluit　of　losmaakt，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．『．

バ、 Attenzione Spegnere　l’interruttore　dell’alimentazione　quando　si　scollega　o　si　collega　la

spina　del　regolatore　a　pedale，

△ BHthMaHMe
OTKrl　rc）yMTe　BblKnK〕yaTer｜b　3rleKTporl胡TaHレ旧，　Ko「Aa　BcTaBT旧eTeレ｜rMレ13B∫1e

KaeTe山TeKep　neAanbHoro　KoHTpor1月epa

△注意 抜描控制器的屯源描共吋，清美閉屯源升美。

〈手司 芙君三9el誓司ユ暑契オ・！是雫｝喋三社亀△剖司誓丑勺入1皇．

△ 上』」 ・eS＝Sl　q」」⊃〔犬G≒＋5玉」i｝｝i3c袖U』こ』」工」Msl

△ Dikkat
Ayak　kontrol6rUnUn　fi＄ini　takarken　veya　gikanrken　elektrik　Salterini　kapall

duruma　getirin，



■」■■■【■職業用本縫いミシンズ　　■リシ52　　一LTルnn前シQU取扱説明書�B◎幽注意安全にご使用していただくため、ご使用前に必ずこの取扱説明書をお読みください。また、いつでもご覧になれますように保管してください。お買い上げいただきましてまことにありがとうございます。このミシンは薄物から厚物まで美しい縫い目で縫い上げる直線本縫いミシンです。このミシンの特長をご理解していただき、正しく、安全にご使用していただくために、まずこの「取扱説明書」をよくご覧ください。そして、末永くご愛用ください。1安全にご使用していただくためにこのミシンを正しく安全にご使用していただくために、下記のことがらを必ずお守りください。このミシンは日本国内向けです。　FOR　USE　fiN　JAPAN　ONLYこの表示は禁止マークです。はとに示因特表原　�`竃マ、ま意の電り注こ感なご告警1．一般家庭用交流電源100Vで　ご使用ください。講霧竃｛藍　電源プラグを抜いてください。　●ミシンのぞぱを離れるとき。　●ミシンをご使用になったあと。●ミシンのご使用中に停電したとき。喪量　　　　　　このマークの表示はパ主意麗な耀鵠嬰　　　　　　特にご注意ください。1’強華cで瞭2．お客様ご自身での　　分解、改造はしない　　でくださW3．ミシンを操作する　　ときはかま部など　　カバー類を　　閉じてください。1（畢）4．ミシンの縫製中は針から黒鞠蜜�h・凹　　リー）、天びんなど、　　すべての動いている部分に手を　　近づけないでください。5�f竃躍⊥6．針折れの原因になり魏灘晃戴　　くださ眺7．お子様がミシンをご使用　　になるときや、お子様の　　近くでご使用されるとき匡≧罐1ξ轟（殴8．下記のことを行うときは、電源スイッチを切ってください。・針、針板、押え、　アタッチメントなどを　交換するとき。・下糸、上糸をセット　するとき。・ランプを交換するとき。　、　（ランプカ怜えてから　　‘　行ってください）・取扱説明書に記載のある　ミシンのお手入れを行うとき。ぴ肱9．落下しやすい場所での・　　ミシンのご使用、保管は　　しないでください。10．ミシンやコントローラーに　　下記の異常があるときは　　速やかに使用を停止し、　　最寄りの販売店にて点検、修理、　　調整をお受けください。・正常に作動しないとき。・落下などにより破損したとき。・水に濡れたとき。・電源コード、プラグ類力破損、劣化したとき。・異常な臭い、音がするとき。11、ミシン油について　　・炎症、かぶれを防ぐため、目や　　　身体に油が付着したときは　　・直ちに洗浄してください。　　・下痢、嘔吐を防ぐため、誤って　　　飲み込んだ場合、直ちに　　　医師の診断を受けてください。　　・子供の手の届かないところに　　置いてください。　　’油の廃棄は法令で義務付けられ　　　ていますので、それに従い　　　適正に廃棄してください。もくじ安全にご使用していただくために…・　・表紙裏　仕様表………………………………・　　　・吋　付属品……………………一・・…・・…　一・…　　1　各部のなまえ…………………………　t…・・2　　補助テーブルのセット　　ひざ押え上げレバーのセット準各部のなまえとはたらき一・一……・・…・…　　・3，4　下糸を巻くには………………一・・…・・…　・4，5　　糸案内棒と糸ごまのセット備　下糸巻きの糸のかけかた　　片巻きボビンを調整するには　上糸をかけるには……………一一一　　針自動糸通し（TL−25D×のみ）　　針糸通し　　下糸の引きあげ方一6，7　ためし縫い……………………………………8，9縫返し縫い、縫い方向を変えるにはい　　布地の裏で糸を結ぶときξ竃緊竃鑑み言ぜ：：：：：：：1：：∴∵烈8調三つ巻縫い………・・………・……・・…・…………11trlt即ファスナーつけ………・・………・………………11　上送り押え（TL−25D×のみ）………………12華解美袈認竺：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：�g嬬嘉詔8籍；：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：1三：搭郷勢雪三是鑑『二1∵∴’∴運姦■仕様表項　目仕　　　様項目仕　　　様縫い速度55〜t500針／分ミシン本体寸法幅452×高さ35，0×奥行21．9（cm）縫い目の長さO〜6ミリベット寸法　　　　　　　　　　　　　A　�d揩S3×奥行r78i襯庁一プ1幅59×奥行277）（�p）針棒ストローク32ミリ押え上昇量7ミリ、ﾐざ押え上げ12ミリ重量11．5�s（25DX），11．3�s（25SP）P04�s（25）仕様針定格電圧／消費電力100＞／95W　50／60HzDB×r（25SP25）gA×rまたはHL×5（25D×のみ）ランプ消費電力12＞　3W仕様油ニューデフリックスオイルNo．1仕様表■付属品　　　〉：sで穿コントローラー／糸切りフットスイッチ25SP25く髪コントローラー、�c補助テーブルひざ押え上げレバー電源コードt／／専用ドライバードライバー（小）1−N＝掃除用ブラシ◎◎◎（∋付属品ボビン（4ケ）ミシン油◎糸ゴマキャップ25SP，25図針（DB×1）1各部のなまえ下糸巻案内押え圧調節ダイヤル面部カバー押え圧調節表示面部糸切り刃ランプ（内蔵）糸調子ダイヤルすべり板．・サイドカバー針板　　　一｝ひざ押え上げレバーセット穴ドロップフィードつまみ・二／‘糸切りフットスイッチ糸巻振れ止めはずみ車電源コードさし込みロ　　　　電源スイッチ糸切りフットスイッチさし込みロ（25D×）　　　　　　　コントローラーさし込みロ　しG）（詔』糸巻軸ボビン押え縫い目の長さ調節ダイヤル爵響苦チ（Z劉返し縫いレバー糸案内棒取手押え上げレバー糸立て棒TL−25D×針棒糸かけ押え止めネジ押え＼塞TL−25SP，25糸通しレバー針止めネジ針送り歯縫いガイド線針棒糸かけ押え止めネジ押え針止めネジ針送り歯縫いガイド線●補助テープルのセット2ヶ所の足を起してからミシンヘセットします。下糸の交換をするときは補助テープルのふたを開けます。、●ひざ押え上げレバーのセット布地から手を離さずに、押えの上、下ができます。（押え上げ量、最大12ミリ）補助テーブルの裏側に格納できます。2コントローラーと糸切りフットスイッチのセット画25SP，25電源スイッチ品◎12＠　�A�A手前側を押すと電源が入ります。向こう側を押すと電源が切れます。�@電源コードのプラグを差し込みます。�Aコントローラーのプラグを差し込みます。�B糸切りフットスイッチのプラグを差し込みます。（25D×）�C室内コンセントに電源プラグを差し込みます。t．電源スイッチを必ず切ってください。2電源プラグは必ず室内コンセントから、はずしてください。3，コントローラーの上に物を乗せないでください。各部のなまえとはたらき縫い目の長さ調節ダイヤル謬離、�D〆r三φ口通常の合ぜ縫いは2〜2．5です。（調節範囲O〜6ミリ）自動糸切りスイッチ／糸切りフットスイッチ縫い終わってから上、下糸を同時に切ります。次に縫うとき下糸が針板上に見えなくても、続けて縫うことができます。針上下スイッチ、〆／鷲スイッチを押すごとに針が上下します。押し続けるとゆっくり動きます。布地から針を上げるときや、布端を縫うときに使います。糸通しレバー　（針自動糸通し）糸通しレバーを下げ、糸をかけて針穴に糸を通します。　（11、14、16番の針に使用できます）使い方は5ページ参照。返し縫いレパー縫い始め、縫い終りに返し縫いをすると、縫い目がほつれません。3各音B　押え圧調節ダイヤルと表示のなまえとはたら整璽磐�f鵠繧芸指針が上下きドロップフィードつまみ通常の縫いは送り歯を上げ（C！　D）、フリー刺しゅうなどでは送り歯を下げる（巫）ことカ�kきます。ランプスイッチ面部力バーを開けて、入・切をします。電源スイッチが入っていないとランプはつきません。面部糸切り刃糸を切るときに使います。下■糸案内棒と糸ごまのセット糸を巻　位置決めく　スト・パーには�@糸案内棒を上に伸ばします。「カチッ」と音がして　位置決めストッパーにかみ合うまで回します。�A太巻き糸を使用する場合は、糸巻振れ止めの　上からセットします。�B家庭用糸ごまは糸立棒にセットしてから糸ごま　キャップを差し込みます。�C糸ごまから出した糸を真上の糸案内（棒）に　がナま或■下糸巻きの糸のかけかた翼位置決めストッパー4　　±＝NN圧思すべり板を開けるときは電源スイッチを切ってください。1歪5‘τ≡誇を2ご旨i孟琶ます　3ぶ否き審内に＼一@＼∪＼義　＼E。。／i7◆、｝）一　く〉／’ノ　　ロ　Q針を上げ、すべり板をつまみを閉じて、ボビはずれやすい糸は下開いて、ボビンケースンをとり出します。　　穴に通してからかけをとり出します。　　　　　　　　　　　　　　ま庄4ボビンをセットしますボビンの穴へ通してから糸巻軸の凸部とボビンの凹部を合わぜてセットします。ボビン押えを押します。下糸を巻くには　スタート5　させます6巻き終ったら　7ボビンケ＿スに入れます10センチ／！轡※糸は右巻きに　なるように！余分な糸を切りボビンつまみを閉じて、ボビンを右巻きになるようにしてボビをとり出します。　　　ンケースに入れます。糸通しロに糸をすべらぜて糸調子　　　　　　　　　　バネの下から10センチくらい出します。　ミシンに8　セットしますボビンケースをカマにしっかり奥まで差し込み、つまみを閉じま克9すべり板を閉じます�b・ザイドカバーを開きながら、すぺり板を閉じたあと、サイドカパーを右へ押します。�b■片巻きボビンを調整するには正しい巻き上がりボビンに糸が平均に巻かれていないと、下糸の糸調子が悪くなる原因になります。下側が多いときネジをゆるめて下糸巻案内を上下させて調整します。　る↑げ　上上側が多いとき下げるゆむる↓　．Zit‖しまる5上糸八注意糸かけや糸を通すときは電源スイッチを切ってください。の■上糸をかける順序かけ方tW／‖搾燈鐸　糸案内01ますにかけ『高総2ます�A〜�G順にかけ　糸案内�H、�Iにか3けます＊糸調子ダイヤル◎に糸をかけるときは、押え上げ　レバーを上げて糸調子皿　を開いてからかけます。＊天びん�Fは一番上にして糸をかけます。テトロン糸など、よりの強い糸は上図のように糸案内へかけます。糸は10センチくらい出しておきます。　　　　‘＼2枚の糸調子皿の糸調子皿　　　すき間に糸をかけます。針自動糸通し※針が最上点にあることを確認してください。1プーリーを手前に回して、針糸天びんを最上点付近にして■印に合わせます。　糸通しレバーから4指をはなします　押えをさげ、糸通し2レバーをさげます針は最上点にして糸通しレバーをさげます。5糸を引き出します3フックにかけます上糸を向こう側から手前にかけ、溝の端面に当たるまで、糸を右側へもって行きます。指をはなすとフックに糸を　通した糸を針穴から10センチひっかけて針穴に通します。　くらい引き出します。6sN　　［tz圧思糸かけや糸を通すときは電源スイッチを切ってください。■上糸をかける川頁序1ま曇内0にかけ2…i；�G順にかけ36黍響�H・“「　Q　　　　　　当＿　　　　　7’　　　／　　　　　t　　　彰　　t、　　　1テトロン糸など、よりの強い糸は上図のように糸案内へかけます。かけるときは、押え上げ　レバーを上げて糸調子皿を開いてからかけます。＊天びん�Fは一番上にして糸をかけます。　　　　上　　　　糸�Iにかの　　　　か　　　　け　　　　方糸は10センチくらい出しておきます。　　　　‘＼2枚の糸調子皿の糸調子皿　　　すき間に糸をかけます。遮画糸を通します針穴に左側から右側へ通し、10センチくらい引き出します。aPtElltD1上糸を軽くもちます　針上下スイッチを2　押します3下糸が弓1き出されます4占」ま霞10センチ、〆／鷲2回押して針を上げます。上・下糸を押えの下にして後ろへそろえて出します。下糸の引きあげ方7ためし縫い　sss＞王，思　ミシンにセットしてあるコントローラーの上に物をのぜないでください。■ためし縫い癸説宗g2‡議寿蒜蕊�f罐讃；五嘉絃から抜けることがありまY．1罐鵠ます2針をさげます3スタ＿トさぜます上・下糸を向こう側にしはずみ車を手前に回すか、　縫っている間は布地を無理に引っぱらないようにします。て布地を入れ、押えをさ針上下スイッチを押してげま凱　　　　　　　　　針を布地に落とします。4縫い終ったらストップさせ、糸切りをします　◎ノ　自動糸切りスイッチを押すか、糸切りフットスイッチを踏みます。　押えをあげて5　布地を取り出します自動糸切りをすると針は上で止まります。　（20番以上の太い糸や特殊な糸はハサミで切ってください。）※自動糸切りしたあと、　下糸が針板上に見えなくても続けて縫えます。●面部糸切り刃で糸を切るとき縫い終ったら針と押えを上げ、布地を後ろ側へ引き出し、面部糸切り刃で切ります。8●返し縫い返し縫いレバーを押して、縫い始めと縫い終りに返し縫いをすると、縫い目がほつれません。●縫い方向を変えるには針は下停止ですので、押えをあげて針を［P心に布地を回します。ためし縫い●布地の裏で糸を結ぶとき布地の裏側へに上糸を引き出し、上・下糸を結び、結び目のきわで糸を切ります。縫い終ったら針と押えを上げ、布地を後ろ側へ引き出し、上・下糸を約10センチ残して、面部糸切り刃で切ります。9糸調子のとりかた’　　sN　＝　〉王思ボビンケースの取り出しのときは電源スイッチを切ってください。■糸調子のとりかた墓霜鑑に落ちる　1※この下糸の張力に合わせて　上糸の糸調子を調節して　くださW��●ボビンケースの調整　　　　　＼くる強なネ子調糸※TL−25シリーズのボビンケース　はJUKI専用部品です。　お買い求めは販売店にご相談ください。●正しい糸調子通常の糸調子は上糸と下糸のからんでいるところが布の中心です。布の中心上糸下糸●上糸が弱い場合の調節上糸⇒糸調子つまみ下糸．名％強くする（目盛の数値を大きい方へ）●上糸が強い場合の調節上糸下糸糸調子つまみ　　　　　　　　弱くする（目盛の数値を小さい方へ）布地、糸、針の組みムロせ■布地、ミシン糸、針の組み合せ布地ミシン糸　ミシン針iDBx1，HA×1）薄地ローンLュプラWョーゼット化繊糸＃80〜＃909〜11番スムースgリコット化繊糸＃80〜＃90プロードMンガム綿　糸＃60〜＃80ｻ繊糸＃60〜＃80普通地薄手ジャージーｻ繊服地化繊糸＃50〜＃6011〜14番フラノEール化繊糸＃50〜＃60ｦ　糸＃50デニム化繊糸＃20〜＃50ﾈ　糸＃20〜＃50厚　地帆布化繊糸＃30〜＃5014〜18番ツイード化繊糸＃50ｦ　糸＃50人工皮革化繊糸＃20・）＃3010　　s＝NN圧思押えの交換のときは電源スイッチを切ってください。■三つ巻き縫い1押えをはずします＼押え押え棒をあげて、押え止めネジをはずし、押えをはずします。　三つ巻き押えを2　とりつけます3布端を切ります：＼　　＼，4訪麗歎驚95欝麗袈瀟ますO．5センチ「「布地ざ亀押え止めネジをゆるめて、とり布地を巻き込みやすくするため押えの渦状のみぞの中に、布地上下の糸端を左手で引き、はずつけます。　　　　　　　　に、角を少し切ります。■ファスナーつけ1押えをはずしますを針がとどくところまで入れてみ車を3〜4回まわし、正しくから、針を落として押えをさげ巻き込まれたら、右手の親指とます。　　　　　　　　　　人差し指で布地をつまみ、常に　　　　　　　　　　　　　適量がくり入れられるようにし　　　　　　　　　　　　　て縫います。つ巻き縫い＼押え押え棒をあげて、押え止めネジをはずし、押えをはずします。　ファスナー押えを2　とりつけます押え止めネジをゆるめて、押え棒の向こう側からとりつけます。　押え位置切替えネジを回して3　押えを移動し、　針落ち位置を替えます�q4ファスナーの左側をぬうときは、押えを左に動かします。右側をぬうときは、右に動かします。ファスナーつけ11上送り押えs　N　　＝z）王思押えの交換のときは電源スイッチを切ってください。一（TL−25DX　I・は醐されていまY．その他磯種はオプシ・ンで9．　）■上送り押え≡翫嘉濡勤縫膀綴錨縫よ嵐ジヤージービニールクロX’人工麟皮など）1押えをはずします　　　　　　　2上送り押えをとりつけます押え棒をあげて、押え止めネジをはずし、押えをはずします。　　　　　押え＼止めネジ／／／針止めネジ作動レバーの二また部分で針止めをはさみ、とりつけ部を押え棒にはめこみ、押え止めネジをしっかりしめます。3押え圧を弱くします強くなる6弱くなる押え圧は■のところまで弱くします。12△注意針の交換のときは電源スイッチを切ってください。■針のとりかえかた一）使用針HA×1（家庭用）、FIL×5平らな面正面から見た図針のとりかえかた1．押えをさげて、針棒を一番上にあげます。2．針止めネジをゆるめ針をはずします。3．新しい針の平らな面を右側にして上につかえるまで差し込み、針止めネジを締めます。●正しい針の調べかた　　　　　平行なすき間針の平らな面針の不良は針折れ、目とび、糸切れ、布地をいためる原因になりますので点検してください。aEEs■匿D使用針DB×1　　　しまるL⊥li’t針止�f（工業用）正面から見た図1．押えをさげて、針棒を一番上にあげます。2．針止めネジをゆるめ針をはずします。3．新しい針の長みぞを左側にして上につかえるまで差し込み、針止めネジを締めます。●正しい針の調べかた針の不良は針折れ、目とび、糸切れ、布地をいためる原因になりますので点検してください。13己注意●ミシンのお手入れをするときは電源スイッチを切り、室内コンセントからプラグを抜いてください。●ランプの交換のときは電源スイッチを切り、　室内コンセントからプラグを抜いてください。●ランプは冷えてから交換してください。お手入れと注油■お手入れと注油●送り歯とカマの掃除●針、押え、針板をとりはずして、　送り歯とカマ周辺を掃除用ブラシで　きれいにします。底板の蓋腐・，／、＜申●掃除や万一ボビンを落したときなど　底板の蓋を開けることができます。●注油●矢印の箇所にd〜2滴注油してください。●付属のミシン油（ニューデフリックスオイルNo．1）をご使用ください。●毎日ご使用の場合は1日1回注油してください。●開梱時、または長期間（2ヶ月位）ミシンをご使用にならなかった　時は、通常より多め（5〜7滴）に注油してください。　尚、注油の時、油が布地にたれる場合がありますので　針棒および釜回りの注油過多にはご注意ください。●注油後は必ず試し縫いをしてください。●この部分に1〜2滴　注油してください。●注油した後、はずみ車　を手で回して油がカマに　いきわたるようにします。ボビンケースをとりはずしてから行ってください。）王局、’・炎症、かぶれを防ぐため、目や身体に油が付着したときは直ちに洗浄してください。・下痢、嘔吐を防ぐため、誤って飲み込んだ場合、直ちに医師の診断を受けてください。・子供の手の届かないところに置いてください。・油の廃棄は法令で義務付けられていますので、それに従い適正に廃棄してください。〉ラ■ランプの交換ンプロ父換※ランプが冷めてから交換してください。ねじらないで�C引き抜いてください。�@電源スイッチを切ります。�A面部カバーを開きます。�Bランプホルダー部を抜き取り晶�Cランプを引き抜きます。ランプ消費電力　12∨3W※ランプのお買い求めは販売店にご相談ください。14■別売品のご紹介●専用テーブル　テーブル寸法　（幅111×奥行45×高さ75）cm●薄物用押え・針板　ローン、ジョーゼット、トリコットなどの　薄地縫いに適します。ノ＝［●厚物用針板　厚手の皮やデニム等、太い糸を使用する揚合に適します。●上送り押え　（TL−25DXは同梱されています）　ミシンで送りにくい素材（ベルベット、　ジャージー、ビニールクロス、人工皮革、　皮など）に使います。　滑らかな送りで布ズレを防ぎます。用途に応じた2種類のキルト押え●キルト押え（1／5インチ＝5．Omm）フリーモーションキルトフリー刺しゅうに適します。3．2mm⊆m異ク5．Omm●キルト押え（1／4インチ＝6．5mm）ステッチを一定間隔で入れるためのガイドとして適します。3．2mm／m65　min別売品のご紹介15別■別売品のご紹介売品のご紹介●コンシールファスナー押え　ファスナーの縫い目が布地の表に出ないので、　つき合わせの状態であきの始末ができます。　　準備：ファスナーあき寸法を確かめ1　　基本押えで縫います。t・・・…C…返し縫い（icm）布地を中表に合わせ、布端よりあき止まりまでしつけ縫いをします。あき止まりから縫い目を（2．O）に変えて、1センチ返しぬいをし、縫います。縫い代をきちんとわります。2o　　　　　’．vしつけ…擶�l蒜。，．皆〆コンシー一ル　フアスナー（裏）縫い目線の上にコンシールファスナーの中心をのぜて、縫い代と表布の間に厚紙を入れ、縫い代とファスナーテープを両側とも手のしつけで縫い止めます。しつけが終わったら厚紙をとります。31図のあき止まりまで縫ったしつけ縫いをほどき、ファスナーを開きます。4�l訪；ll詔ご5　　　　　　　6　　コンシール　　ムシ布地一方のファスナーのムシを、押えのみぞに合わせます。指でムシを立てるようにします。ムシのきわに、あき止まりからミシンをかけます。コンシール押運　ムシ縫い目布地もう一方の縫い代も同じ方法で縫い合わせます。（ファスナーテープのあき止まりから下の部分は、縫い代に縫いつけられずに残ります。）7スライダースライダーを中より出し、上に弓1きあげます。※別売品のお買い求めは販売店にご相談ください。※その他、各種工業用アタッチメントも使用できます。詳しくはミシンをお求めの販売店にご相談ください。16■故障かな一一・というときは下記のことをお調べのうえ、　それでも具合の悪い場合は、　お買い求め販売店にご相談ください。症状原因（理由）処置方法参照yージ目とびがする●針が曲っているか針先がまるいとき恊jが針棒に正しく取り付けていないとき●針を交換します恊jを正しく取り付けます13P3上糸が切れる●糸のかけ方を誤ったとき恷?ﾌ張力が強いか弱すぎるとき恊jが曲っているか針先がまるいとき恊jと糸の太さが合わないとき●糸のかけ方を正しくします恍｣力を合わせます恊jを交換します恊jと糸の太さを合わぜます6．7P0P3P3下糸が切れる●糸の張力が強すぎるとき怎{ビンケースのバネが摩擦して溝が生じたとき恊j板の針穴にキズがついたとき●張力を弱くします怎{ビンケースを交換します恊j板を交換します10|「3針が折れる●針が曲っているか取り付け方を誤ったとき恊j板や押えに針が当たるとき●針を交換し正しく取り付けます恊jや針板、押えを正しくつけます13@縫い目にしわがよる●布地に対して押え調節ダイヤルが強いとき恟緕?ﾆ下糸の張力が合わないとき恊jと糸の組合ぜの悪いとき恊jが布地に対して太すぎるとき●押え調節ダイヤルで弱くします怏ｺ糸の張力を合わぜ、それに合わせて上糸張力@を合わぜます恊jと糸の組合せを適した組合ぜにします恷?�布地に合わせて交換します4101010縫い目の調子が悪い●上糸と下糸の張力が合わないとき●下糸の張力を合わぜ、それに合わせて上糸張力@を合わぜます　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一�d10回転が重い、または、ｹが高い●送り歯にゴミがたまっているとき恍ｷ時間使用して油がなくなったとき怎~シン油でない油を使用したとき怎Jマに糸クズがたまっているとき●ミシンの手入れをします怎~シンの手入れをします怎~シン油にユーデフリックスオィルNo．1）を使います怎~シンの掃除をします14P4P4P4はずみ車が重く、�らない●カマに糸がからんで食い込んでいるとき●カマに注油してから、　はずみ車を前後に強く@数回まわし、からんだ糸を取り除きます｝布を送らない●縫い目の長さがOになっているとき怎hロップフィードつまみが「送らない」になっ@ているとき怏氓ｦの圧力が弱いとき●適正な縫い目の長さをセットします怐u送る」にセットします怏氓ｦ調節ダイヤルを回し圧力を強くします344針糸通しができない●針が上にあがっていないとき恊jを取り付けるとき上までつき当ててないとき恷?ﾊしレバーをさげたまま（糸通し中）@誤ってミシンを回してしまったとき●はずみ車を回すか、針上下スイッチを押して針@を最上点にあげます恊jを正しく取り付けます怩ﾍずみ車を手でわずか向こう側（縫う時と反対）@に回します613一故障かな・：というときは17■アフターサービスと保証●このミシンには保証書がついています。●保証書は、販売店で所定事項を記入してお渡しいたしますので、　記載内容をご確認いただき、大切に保存してください。●保証期間は、お買い上げの日から1年間です。ただし、メイン基板については2年間です。●保証期間中でも有料になることがありますので、ご了承ください。　（保証書に詳細を記載してありますので、そちらをご覧ください。）●保証期間経過後の修理につきましては、販売店にご相談ください。　当社は、このミシンの補修用性能部品を、製造打ち切り時点から最低8年間保有しています。1■』■」■【■JUKI株式会社〒206−8551東京都多摩市鶴牧2−11−1アフターサービスについて、ご相談、ご要望がございましたら、お買い上げのお店、または下記のお客様相談室へお問い合わせください。フリーダイヤル西0120−677−601年末年始・夏季休暇・祝祭日を除く平日（月〜金）9：00〜12：00、13：00〜17：45Copyright◎2004−2011　JUKI　CORPORATION本書の内容を無断で転載、複写することを禁止します。購入店名　後日のために記入しておいてください・　　　　サービスを依頼されるときお役に立ちます。電話（購入年月日年月）日【訂正と追加】●2ページ「補助テーブルのセット」に変更がありました。正しくは下記の通りです。●補助テーブルの取リ付け方1．ワイドテーブルの足をカチッというまで立ち上げます。　　　　　　　　／＼ノ3足の高さを調整し、ミシン本体とテーブル面は平らになるようセットします。●ひざ押え上げレバーのセット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9＝i≦ニゴ睡’　　＠　［’D　　　　　　　　　　　　　F　＝＝，ll：：：：：：：Sli2．ワイドテーブルをミシンに取り付けます。4．下糸の交換をする時は、補助テーブルの蓋を開けます。布地から手を離さずに押さえの上下が出来ます。（押え上げ量：最大12mm）補助テーブル裏側に格納できます。△注意コントローラのプラグを抜き差しするときは、電源スイッチを切ってください。／wCautionTurn　off　the　power　switch　when　pulling　out　or　putting　in　the　foot　controilerplug，△AttentionMettre　la　machinerh60stat，hors　tension　lors　du　retrait　ou　de　l’insertion　de　la　fiche　du△Precauci6nDesconecte　el　interruptor　de　la　corriente　e16ctrica　al　extraer　o　insertar　elenchufe　del　controlador　de　pie．△VorsichtSchalten　Sie　derl　Netzschalter　aus，　wenn　Sie　den　Stecker　des　FuBreglersherausziehen　oder　einstecken，／1？its　Opgelet　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　．’．Schakel　altijd　eerst　de　stroom　uit　voordat　u　de　stekker　van　het　regelpedaalaansluit　of　losmaakt，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．『．バ、AttenzioneSpegnere　l’interruttore　dell’alimentazione　quando　si　scollega　o　si　collega　laspina　del　regolatore　a　pedale，△BHthMaHMeOTKrl　rc）yMTe　BblKnK〕yaTer｜b　3rleKTporl胡TaHレ旧，　Ko「Aa　BcTaBT旧eTeレ｜rMレ13B∫1eKaeTe山TeKep　neAanbHoro　KoHTpor1月epa△注意抜描控制器的屯源描共吋，清美閉屯源升美。〈手司芙君三9el誓司ユ暑契オ・！是雫｝喋三社亀△剖司誓丑勺入1皇．△上』」・eS＝Sl　q」」⊃〔犬G≒＋5玉」i｝｝i3c袖U』こ』」工」Msl△DikkatAyak　kontrol6rUnUn　fi＄ini　takarken　veya　gikanrken　elektrik　Salterini　kapallduruma　getirin，

